
  

はしがき 

 

 今年もコロナウイルスは収束せず、感染は広まっていますが、初期に比べて致死率は大

きく減少し、授業は対面が多くなりました。しかし、会議はまだオンラインが基本です。会議

室に集まる必要のない会議はこのままオンラインでやってほしいと思います。 

 さて、昨今学会誌や研究誌のオンライン化が進んでいます。中には紙冊子による発行を

止め、電子版のみになったものもあります。しかし、紙冊子を手に取ってぱらぱらと見ること

は研究にとって不可欠なことです。本誌にも完全オンライン化の波が押し寄せていますが、

頑張って踏みとどまり、今年も電子版と紙冊子のダブル発行を続けます。 

 

2022年 12月 15日 

（杉村泰 記） 

 

 

名古屋大学言語文化研究会 

杉 村   泰       勝 川 裕 子 

玉 岡 賀 津 雄 
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